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【解答】3 
難易度★（一度覚えてしまえばラッキー問題） 
経理的基礎や技術的能力は求められません。（基幹放送を行う放送局の場合は別です） 
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【解答】3 
難易度★★（初見では悩みますが、一度目を通せばなんとか…） 
選択肢 C が一番推測しやすいですが、選択肢 A と B はどちらも当てはまりそうで悩みます。 
しかし、よく考えると選択肢 Aの「無線局の種別」は、無線局の免許が降りた後、総務大臣の「許可」で変更
できるようなものではありません。（例：アマチュア無線局として開設後、業務局に種別変更などというのは容
易にできるものではない）  
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【解答】4 
難易度★★（これを機に覚えましょう） 
選択肢 1・2は、給電線での減衰（電力損失）があるため、実際に輻射される電力ということであれば空中線に
供給される電力の方が適切であると分かります。 
絶対利得と相対利得の選択肢は、現実問題として実現可能であるダイポールアンテナを基準としている、とい
うことで相対利得になります。  
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【解答】2 
難易度★★（最初は悩む問題） 
これも知らなければできない問題です。選択肢 C は常識の範囲で分かりますが、選択肢 A と B はこのように規
定されています。 
カウンターポイズは、直接地面に対する接地の代替として使用されるものですから、危険防止のために直接接地
するための装置を設ける必要がある、ということで覚えておきましょう。「 
 
電波法施行規則 
第二十六条 無線設備の空中線系には避雷器又は接地装置を、また、カウンターポイズには接地装置をそれぞれ
設けなければならない。ただし、二六・一七五 MHz を超える周波数を使用する無線局の無線設備及び陸上移動
局又は携帯局の無線設備の空中線については、この限りでない。 
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【解答】1 
難易度★（易しい問題です） 
初見では判断に悩む問題ですが、選択肢 2・3・4のように規定されています。 
 
（送信空中線の型式及び構成等） 
第二十条 送信空中線の型式及び構成は、左の各号に適合するものでなければならない。 
一 空中線の利得及び能率がなるべく大であること。 
二 整合が十分であること。 
三 満足な指向特性が得られること。 
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【解答】3 
難易度★（定番問題） 
2 年・停止・3 か月です。このような数値を聞く問題は出題しやすいので、定番問題のひとつです。  
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【解答】1 
難易度★（確実に正解したい問題） 
空中線電力が免許状に記載されたものを超えて運用できるのは、遭難通信を扱う場合のみです。 
なお、通常の通信においては、「免許状に記載された範囲内の、必要最小の電力」で運用する必要があります。 
 
第五十四条 
無線局を運用する場合においては、空中線電力は、次の各号の定めるところによらなければならない。ただし、
遭難通信については、この限りでない。 
一 免許状等に記載されたものの範囲内であること。 
二 通信を行うため必要最小のものであること。 
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【解答】4 
難易度★（ラッキー問題レベル。確実に正解しよう！） 
混信を与える旨の通知を受けた場合は、電波の発射を直ちに停止します。  
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【解答】2 
難易度★（定番問題！） 
良く出題される問題のひとつです。確実に正解できるようにしておきましょう！ 
 
（電波の発射の停止） 
第七十二条 総務大臣は、無線局の発射する電波の質が第二十八条の総務省令で定めるものに適合していないと
認めるときは、当該無線局に対して臨時に電波の発射の停止を命ずることができる。 
２ 総務大臣は、前項の命令を受けた無線局からその発射する電波の質が第二十八条の総務省令の定めるものに
適合するに至つた旨の申出を受けたときは、その無線局に電波を試験的に発射させなければならない。 
３ 総務大臣は、前項の規定により発射する電波の質が第二十八条の総務省令で定めるものに適合しているとき
は、直ちに第一項の停止を解除しなければならない。 
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【解答】4 
難易度★（これも簡単ですね） 
電波法及び関連法規類に違反したわけですから、無線従事者免許が取り消されることがあります。 
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【解答】1 
難易度★（覚えやすい問題です。覚えましょう。） 
選択肢 A や C は常識的に分かりやすいと思います。併せて条文全体を覚えておく必要があります。 
 
（免許等を要しない無線局及び受信設備に対する監督） 
第八十二条 総務大臣は、第四条第一号から第三号までに掲げる無線局（以下「免許等を要しない無線局」と
いう。）の無線設備の発する電波又は受信設備が副次的に発する電波若しくは高周波電流が他の無線設備の機能
に継続的かつ重大な障害を与えるときは、その設備の所有者又は占有者に対し、その障害を除去するために必
要な措置をとるべきことを命ずることができる。 
２ 総務大臣は、免許等を要しない無線局の無線設備について又は放送の受信を目的とする受信設備以外の受
信設備について前項の措置をとるべきことを命じた場合において特に必要があると認めるときは、その職員を
当該設備のある場所に派遣し、その設備を検査させることができる。（以下略）  
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【解答】2 
難易度★（定番問題） 
無線局免許が効力を失った場合は、一か月以内に免許状を返納します。 


